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戦後剣道会の歴史 

 敗戦に伴い日本は連合国の占領下に置かれ、剣道の関係団体役員

の中には公職追放処分を受け、また学校における教育、部活動に至

るまで活動が禁止され、占領政策による手痛い弾圧を蒙りました。 

 昭和 27 年（1952 年）に講和条約が発効され、日本が主権を回

復し、この年に全日本剣道連盟が設立され剣道の復興が始まります。

高山市剣道会も、機を同じくして昭和 27 年に発足以来、先人達の

熱意と会員の一丸となった努力により年々隆盛を極めております。

平成の町村合併に伴い、平成 18 年に大野支部（丹生川・清見・荘

川・一之宮・久々野・朝日・高根）と国府・上宝と大同合併し、一

般会員数 140 名で今日に至っております。 
 
活動内容 

 高山市剣道会が主催する大会等は、毎年 5 月連休過ぎに行われる

「飛騨高山錬成会」には愛知県や富山県等からも参加があり総勢

100 チーム 600 人が集い友好を深め、10 月に実施している「全

飛少年剣道大会」には飛騨全域から 350 名（最盛期には約１,000

名）の小中学生が参加、28 年度は 40 回目の開催となります。また

12 月には高校生を対象に「文部科学大臣杯授与 高山市長旗争奪 

全国高校選抜剣道大会」を開催し、本年第 5 回目を迎えます。北は

山形県、南は長崎県等インターハイで上位を占めるような高校が参

加するレベルの高い大会となり、今後大いに期待されるところであ

ります。これも一重に高山市始め高山市体育協会及びご後援いただ

く皆様方のお陰と感謝申し上げるところであります。 

 剣道会の会員は単に試合に勝つそのための訓練に熱中することな

く、剣道の修練による人間形成を目途に自らの修養と共に青少年の

育成に尽力しています。日本古来の伝統文化を存続し、ご指導いた

だいた先輩各位に感謝申し上げますと共に、地域の皆様には剣道に

対する一層のご理解とご協力をお願い申し上げます。 

（尚先人方のお名前等は体協創立 70 周年記念誌に掲載の為、本稿

は割愛します） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今
年
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
で

リ
オ
か
ら
の
報
道
に
一
喜
一
憂
を
し

な
が
ら
ス
ポ
ー
ツ
の
良
さ
を
改
め
て

堪
能
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
若

い
世
代
の
活
躍
、
選
手
一
人
ひ
と
り

の
コ
メ
ン
ト
な
ど
か
ら
学
ば
せ
て
も

ら
う
こ
と
が
多
い
感
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
体
育
協
会
の
使
命
の
一
つ
は

多
く
の
方
に
体
育
活
動
を
普
及
し
活

動
し
て
い
た
だ
く
こ
と
や
そ
れ
ぞ
れ

の
団
体
活
動
の
歩
み
、
取
り
組
み
の

中
で
強
化
を
図
る
こ
と
だ
と
考
え
ま

す
。
現
在
高
山
市
体
育
協
会
へ
の
加

盟
団
体
は
二
十
五
団
体
を
数
え
ま

す
。
会
員
数
は
お
お
よ
そ
千
五
百
人

く
ら
い
に
な
り
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
・
中
体
連
・
高
体
連
な
ど
も
含

め
て
多
く
の
方
の
ご
理
解
の
も
と
活

発
な
活
動
が
で
き
る
こ
と
に
感
謝
す

る
も
の
で
す
。 

今
後
を
考
え
ま
す
と
青
少
年
の
県

東
海
大
会
、
全
国
大
会
で
の
活
躍
な

ど
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
も
ま
し
て
シ
ニ
ア
層
の
頑
張

り
に
は
会
員
と
し
て
誇
り
に
思
い
大 

き
な
拍
手
を
心
か
ら
贈
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
人
口
の
減
少
と
と
も
に
若

年
層
の
活
動
へ
の
参
加
減
少
も
今
後 

 

■

ス
キ
ー
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
タ
ー
に
高
山
か
ら
二
人 

 

石
水
克
友
さ
ん
が
Ｓ
Ａ
Ｊ
（
全

日
本
ス
キ
ー
連
盟
）
の
ナ
シ
ョ
ナ

ル
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
タ
ー
に
、
長

谷
川
勝
彦
さ
ん
が
Ｓ
Ｉ
Ａ
（
日
本

職
業
ス
キ
ー
協
会
）
の
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
タ
ー
に
そ
れ
ぞ
れ
認
定

さ
れ
た
。
石
水
さ
ん
は
三
期
目
、

長
谷
川
さ
ん
は
二
期
連
続
し
て

選
ば
れ
た
。 

■

ア
ー
チ
ェ
リ
ー 

全
日
本
社
会
人
大
会
出
場 

 

六
月
に
埼
玉
県
で
行
わ
れ
た
第

４
９
回
全
日
本
社
会
人
タ
ー
ゲ
ッ
ト

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
選
手
権
の
リ
カ
ー
ブ

一
般
男
子
の
部
に
平
野
寛
明
さ
ん
と

野
木
諭
さ
ん
が
出
場
し
た
。 

大
会
に
出
場
し
た
。
男
子
は
二
年
連

年
連
続
六
回
目
、
女
子
は
七
回
目
の

出
場
。 

■

柔
道
「
形
」
世
界
大
会
に
出
場 

 

四
月
に
行
わ
れ
た
選
考
会
で
、
昨

年
に
続
い
て
高
野
恵
さ
ん
と
白
野
光

さ
ん
の
姉
妹
ペ
ア
が
出
場
権
を
得

た
。
世
界
大
会
二
連
覇
の
期
待
が
か

か
る
。 

    

■

ジ
ュ
ニ
ア
ク
イ
ー

ン
ズ
カ
ッ
プ

レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
で
２
位 

 

高
山
西
高
校
の
小
坂
歩
未
さ
ん

が
四
月
に
行
わ
れ
た
標
記
の
全
国

大
会
カ
デ
ッ
ト
４
３
㎏
級
で
２
位

と
健
闘
し
た
。 

■

日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル
フ 

選
手
権
競
技
に
出
場 

 

中
山
中
出
身
の
冨
田
幸
睴
君
（
福

井
工
大
付
属
福
井
高
）
が
県
予
選
中

部
予
選
を
突
破
し
て
七
月
に
行
わ

れ
た
全
国
大
会
に
出
場
し
た
。 

■

全
国
小
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル 

大
会
に
出
場 

 

六
月
に
岐
阜
市
で
行
わ
れ
た
標

記
大
会
の
県
予
選
で
男
女
と
も
優

勝
し
た
高
山
ミ
ニ
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
が
七
月
に
行
わ
れ
た
全
国 

  

■

道
場
少
年
剣
道
大
会 

全
国
大
会
に
出
場 

 

六
月
に
行
わ
れ
た
県
道
場
少
年

剣
道
大
会
の
中
学
個
人
戦
で
、
桐

生
町
少
年
剣
道
教
室
所
属
の
山
之

下
元
康
君
（
中
山
中
三
年
）
が
優

勝
し
、
十
月
に
行
わ
れ
る
全
国
大

会
に
出
場
す
る
。 

■

全
国
中
学
生
レ
ス
リ
ン
グ 

大
会
で
３
位
に 

茨
城
県
で
行
わ
れ
た
標
記
の
大

会
６
６
㎏
級
に
三
木
翔
永
君
（
松

倉
中
三
年
）
が
３
位
と
健
闘
し
た
。 

■

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育 

大
会
出
場
選
手 

◆
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル 

飛
騨
高
山
高

校
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル 

部
（
下
屋
奏
香
・
丸
岡 

美
咲
・
桂
川
紗
也
加
・ 

谷
前
有
咲
・
山
之
上
裕 

佳
大
島
莉
子
・
橋
戸
萌 

々
香
・
野
中
菜
月
・
高 

石
沙
良
・
阿
礼
梨
那
・ 

輪
方
千
乃
・
後
藤
穂
花
・ 

山
之
上
綾
美
・
清
水
七 

菜
・
前
川
夏
希
） 

 

◆
陸
上
競
技 

中
井
翔
輝
（
飛
騨
高

山
高
校
） 

◆
バ
ド
ミ
ン
ト
ン 

北
瀬
晴
果
・
本

谷
か
す
み
（
以
上
高
山
西
高
校
） 

◆
ア
ー
チ
ェ
リ
ー 

佐
藤
嘉
希
・
古

田
咲
陽
（
以
上
高
山
西
高
校
） 

◆
レ
ス
リ
ン
グ 

小
坂
歩
未
（
高
山

西
高
校
） 

◆
定
時
制 

卓
球 

野
中
裕
太
（
飛

騨
高
山
高
校
） 

■

全
国
中
学
校
総
合
体
育
大
会 

出
場
選
手 

◆
柔
道 

井
口
匠
平
（
松
倉
中
） 

◆
相
撲 

松
橋
宙
也
・
稲
垣
陽
太
・

洞
口
烈
夏
（
以
上
日
枝
中
学
校
） 

    

 

健
康
な
街
づ
く
り
を
目
指
す
為
に
考

慮
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
ま

す
。
ビ
ッ
グ
ア
リ
ー
ナ
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
ル
ー
ム
も
更
な
る
充
実
を
し
て

い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま

す
。
今
後
を
考
え
る
と
き
に
ハ
ー
ド

面
は
も
と
よ
り
市
民
一
人
ひ
と
り
の

皆
様
や
高
山
市
当
局
、
学
校
関
係
者

の
更
な
る
ご
理
解
と
少
子
化
に
か
か

わ
る
活
動
の
在
り
方
な
ど
の
ご
教
示

を
い
た
だ
き
、
躍
動
感
に
溢
れ
る
高

山
市
に
な
る
た
め
の
礎
を
体
育
協
会

が
微
力
な
が
ら
努
力
す
る
こ
と
を
誓

い
、
強
化
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

岐阜陸上競技協会 70周年 
記念祝賀会で秩父宮賞受賞 

高山市体育協会は、市民の健康づ

くりや各種目の競技力向上・普及

のためにご支援いただける法人や

個人、団体を広く募集しています。 

※個人・団体いずれも一口 5,000円

からお願いしております。 
 
詳細はビッグアリーナ℡34-3333 

賛助会員募集 

体協の前会長
で顧問の瀬上和
雄さんが、7 月
にあった岐阜陸
協 70 周年記念
祝賀会の席上、
られ秩父宮賞を 

永年の功績が認め
受賞されました。 
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平成２７年度 一般財団法人高山市体育協会事業報告 
 

月  日 事  業  名 会  場  等 

７月１２日(日) 第６３回飛騨地区体育大会 総合開会式ビッグアリーナ 他飛騨地区一円 

７月２５日(土) 第３２回市民登山（市民登山クラブ） 美ヶ原 

 ９月２０日(日) 第８回県民スポーツ大会（スキー競技２月） 加茂地区（スキー競技 かわいスキー場他） 

１０月  ４日(日) 市民スポーツフェスティバル ビッグアリーナ他 

１０月２５日(日) 第１１回市民駅伝大会 宮中学校を発着中継点に一之宮町内 

１１月２３日(月) 第３９回市民健康マラソン 中山公園陸上競技場を発着点に下林・山田町内 

 １月２１日(木) 体育協会表彰式・新年総会 ひだホテルプラザ 

年間を通して 

 
◆市指定体育施設の管理(１４施設)  ◆トレーニングルーム利用者講習会・各種スポーツ教室の開催（ｸﾗｲﾐﾝｸﾞ・

弓道・ｱｰﾁｪﾘｰ・ﾃﾆｽ・ｿﾌﾄﾊﾞﾚｰ・卓球・ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ）◆市民体育大会(ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ) 

◆各種委員会の開催(総務・財務・事業・強化・広報) 

◆「体協たかやま」の発行(年３回) ◆理事会（５回）・評議員会（３回）の開催 

◆各加盟団体との共催事業の開催（１４種目・４１大会） 

◆ビッグアリーナ全館開放事業 5 月～3 月の毎月第３木曜日 
 

平成２７年度 一般会計及び指定管理事業等特別会計収支決算書総括表 
（平成２７年４月１日から平成２８年３月３１日まで）                                 （単位：円） 

科   目 合  計 一般会計 特別会計 備          考 

１．収入の部     

基本財産運用収入 330,867 330,867 0 基本財産定期預金利息 

会費収入 4,966,500 4,966,500 0 会員会費、賛助会費、特別会費 

自主事業収入 3,868,145 0 3,868,145 市民健康マラソン・市民登山・駅伝大会参加料等 

指定管理等収入 87,728,810 0 87,728,810 指定管理料、体育施設使用料等 

雑収入 354,566 222,512 132,054 受取利息、飛騨体協事務収入、雑入 

当期収入合計 97,248,888 5,519,879 91,729,009  

２．支出の部     

管理費 887,562 887,562 0 会議費、旅費交通費、通信運搬費等 

事業費 5,180,047 5,180,047 0 県体派遣費、地区体派遣費、強化費等 

事業運営費 2,721,841 0 2,721,841 市民健康ﾏﾗｿﾝ費、市民登山、駅伝大会等 

指定管理事業費 76,389,797 0 76,389,797 職員人件費、事務費、管理費等 

租税公課 5,793,600 0 5,793,600 法人税、消費税 

当期支出合計 9,0972,847 6,067,609 84,905,238  

３．財務活動収支の部     

財務活動収入（一般会計より）     

財務活動支出（特別会計へ）     

財務活動収支差額     

当期収支差額 6,276,041 △547,730 6,823,771  

前期繰越収支差額 23,499,061 △3,761,046 27,260,107  

次期繰越収支差額 29,775,102 △4,308,776 34,083,787  

 
 

この人にこんにちは 
（大坪茂樹さん） 

 
今回は、高山市軟式野球連盟の審判員として昼
も夜も大活躍しておられる、大坪茂樹さんを訪
ねました。 

 
巨人、大鵬、たまご焼きの世代です。何

も言わなくても分かってもらえると思

います。 

何でしょうね、自分でもわからないので

す。 

平成 25年第 26回の東海選抜軟式野球

大会で、愛知代表対静岡代表の試合の球

審をやったときの、あの独特な空気を味

わえたことです。 

なんと言っても体調管理です。体調が狂

うとすべてがダメになると思っていま

す。 

何をするにも必ずサポートしてくれる

人達がいます。感謝の気持ちを持って大

好きな野球を続けてほしいと思います。 

 

①野球との出会いは？ 

 

 

②審判をやるようにな

るきっかけは？ 

③審判をやって最も印

象に残っている試合

は？ 

 

④審判として心がけて

いることは？ 

 

⑤野球をする人たちに

一言！ 

高
山
市
が
総
合
優
勝
！ 

第 

回
飛
騨
地
区
体
育
大
会 

６４ 

第
六
十
四
回
飛
騨
地
区
体
育
大
会
が
七
月

十
日
（
日
）
に
ビ
ッ
グ
ア
リ
ー
ナ
を
メ
イ
ン
会

場
に
、
飛
騨
地
区
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

高
山
市
は
十
三
競
技
二
十
七
種
目
中
十
九
種

目
で
一
位
と
な
り
今
年
度
も
総
合
優
勝
し
ま

し
た
。
各
競
技
の
成
績
は
次
の
と
お
り
。 

◆
陸
上
競
技 

男
子 

①
高
山
市
②
下
呂
市
③
飛
騨
市 

女
子 

①
高
山
市
②
下
呂
市 

◆
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル 

一
般
男
子
①
高
山
市
②
下
呂
市
③
飛
騨
市 

一
般
女
子
①
高
山
市
②
飛
騨
市
③
下
呂
市 

◆
柔
道
①
高
山
市
②
飛
騨
市 

◆
バ
ド
ミ
ン
ト
ン 

男
子
①
高
山
市
②
飛
騨
市
③
下
呂
市 

 

◆
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル 

一
般
男
子
①
高
山
市

②
飛
騨
市 

四
〇
才
以
上
①
高
山
市 

②
飛
騨
市 

レ
デ
ィ
ー
ス
①
高
山
市 

②
飛
騨
市 

エ
ル
ダ
ー
①
飛
騨
市 

②
高
山
市
③
下
呂
市 

◆
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル 

一
般
①
高
山
市 

②
飛
騨
市
③
下
呂
市
④
大
野
郡 

◆
ク
レ
ー
射
撃 

ス
キ
ー
ト
①
高
山
市 

②
飛
騨
市
③
下
呂
市 

ト
ラ
ッ
プ 

①
飛
騨
市
②
高
山
市
③
下
呂
市 

◆
弓
道 

男
子
①
高
山
市
②
下
呂
市 

 
 
 
 

女
子
①
下
呂
市
②
高
山
市 

  

気さくな人柄が顔に出ています。誰とでも気軽におしゃべりがで
きる温厚な「おじさん」です。が、審判をやってるときの顔はこ
うではありません。（H・U）記 

女
子
①
高
山
市
②
飛
騨
市
③
下
呂
市 

◆
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス 

 

男
子
①
高
山
市
②
下
呂
市 

 

女
子
①
下
呂
市
②
高
山
市 

 

成
壮
年
①
下

呂
市
②
高
山
市 

◆
軟
式
野
球 

一
般
①
下
呂
市
②
高
山
市 

③
大
野
郡
④
飛
騨
市 

 

壮
年
①
高
山
市

②
下
呂
市
③
大
野
郡
④
飛
騨
市 

◆
バ
レ
ー
ボ
ー
ル 

シ
ニ
ア
男
子
①
高
山
市

②
下
呂
市
③
大
野
郡
④
飛
騨
市 

シ
ニ
ア 

女
子
①
高
山
市
②
下
呂
市 

 

マ
ス
タ
ー

女
子
①
下
呂
市
②
飛
騨
市
③
高
山
市 

◆
剣
道 

①
下
呂
市
②
高
山
市
③
飛
騨
市 

◆
卓
球
男
子
①
高
山
市
②
飛
騨
市
③
下
呂
市 

女
子
①
高
山
市
②
飛
騨
市 

   

▶ 
 
 
▶ 
 
▶ 
 
 
 
▶ 
 
 
▶ 
 
  

        

 

 

 

 

 

今
年
度
の
市
民
登
山

が
、
七
月
二
十
三
日(

土)

に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

今
年
も
市
民
登
山
ク

ラ
ブ
と
し
て
の
講
座
を

六
回
行
い
、
そ
の
締
め
く

く
り
と
し
て
、
乗
鞍
岳
に

登
り
ま
し
た
。 

 
 

 

今
回
の
乗
鞍
登

山
は
長
野
側
（
乗
鞍

高
原
ス
キ
ー
場
の

上
、
位
ヶ
原
山
荘
）

よ
り
登
り
、
畳
平
へ

下
山
す
る
と
い
う

も
の
で
、
畳
平
か
ら

の
登
山
と
は
違
っ

て
結
構
本
格
的
な

登
山
の
雰
囲
気
が 

楽
し
め
ま
し
た
。
や
は
り 

３
０
０
０
ｍ
を
超
え
る 

山
、
山
頂
は
涼
し
く
、
市 

民
登
山
以
外
の
登
山
者 

も
多
く
、
と
て
も
賑
わ
っ 

て
い
ま
し
た
。 

 
 

 
  長野側より登る 

 

  

高
山
市
体
育
協
会
で
は
今
年
度

も
市
の
受
託
事
業
と
し
て
ス
ポ
ー

ツ
教
室
を
各
加
盟
団
体
の
協
力
を

得
て
行
っ
て
い
る
。
今
年
度
は
ど

の
教
室
も
盛
況
で
、
今
後
の
教
室

で
も
期
待
し
た
い
。 

 

高山市スポーツ少年団で
は、7月 21日、22日の一泊
二日でリーダー研修会を開
催、今年も富山県射水市の海
王丸パークにて海洋教室を行
った。 
 参加した５、６年生の団員
４３名は、それぞれ普段体験
できないことにチャレンジ
し、貴重な 2日間を過ごした。 
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